
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料① 

施工図等 

令和５年４月１日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

目次 

１ 分水栓建込・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２ 水道メータ取付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

３ 配管形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

４ 特殊器具への接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

５ 給湯ボイラー接続標準図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

６ 瞬間給湯器接続標準図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

７ 給水工事施工標準図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

１ 分水栓建込（穿孔標準図参照） 

  穿孔は横穿孔とし、施工状況、また配水管位置の関係で無理な場合は別途協議する 

 こと。穿孔工法はサドル付分水栓、割Ｔ字不断水工法によるものとする。なお、穿孔 

 工事を行う場合は本管側に曲げ応力等により管路が変形していないか、充分確認しな 

 ければならない。 
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２ 水道メータ取付（設置標準図参照） 

  水道メータ着脱装置と共に水道メータボックス内に設置するものとする。ボックス 

 は地表面より若干高くし、雨水等が入りにくいように取り付けなければならない。な 

 お、道路及び車両等の通行に支障がある場合はこの限りでない。整地が未完で設置後、 

 水道メータボックスが出過ぎたり埋没したりする場合があるので、事前に仕上がり高 

 さを確認しておかなければならない。 
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３ 配管形態（配管標準図参照） 

  排水時管内残水の原因となる鳥居型配管及びＵ字型配管を行ってはならない。ただ 

 し、管路上に適当な吸気弁あるいは排水用カランを設けた場合はこの限りではな 

 い。 
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４ 特殊器具への接続（特殊器具接続図参照） 

  接続する場合は特殊器具接続承認願いにより申請をするものとし、器具及び接続ヶ 

 所を明確にしてその位置を責任分解点とする。また、責任分解点手前に止水栓を設置 

するものとし、以降は特殊器具設置者の管理責任とする。 

 

 ≪特殊器具接続図≫ 
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（２） 

加湿器

便器 ｒ.その他、水道水の水質・水圧・水温に変化が生じる器具

立上り管（SUS）に止水栓を取付け責任分界

点とし、以降を特殊器具扱いとする。
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